
 

様式第１号 

  2020 年 6 月 26 日 

 

文部科学大臣 殿 

 
〔設置者の名称〕学校法人 安田学園      

 
〔代表者の役職〕理事長 〔代表者の氏名〕安田 裕実 

 

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 
大学等の名称 安田女子短期大学

大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 広島県広島市安佐南区安東 6丁目 13 番 1 号 
学長又は校長の氏名 瀬山敏雄

設置者の名称 学校法人 安田学園

設置者の主たる事務所の所在地 広島県広島市安佐南区安東 6丁目 13 番 1 号 
設置者の代表者の氏名 安田裕実

申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス 
大学概要 ＞ 情報公開 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 
 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒業

するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を取

り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるとともに、



  

減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等を減免

する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 企画課 脇田 082-878-9980 kikaku.box@yasuda-u.ac.jp

第２号の１ 教務課 木村 082-878-8178 kyoumu.box@yasuda-u.ac.jp

第２号の２ 企画課 脇田 082-878-9980 kikaku.box@yasuda-u.ac.jp

第２号の３ 教務課 木村 082-878-8178 kyoumu.box@yasuda-u.ac.jp

第２号の４ 企画課 脇田 082-878-9980 kikaku.box@yasuda-u.ac.jp

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映すること

ができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 安田女子短期大学

設置者名 学校法人 安田学園

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 10,252,759,032 円 8,169,966,903 円 2,082,792,129 円

申請２年度前の決算 10,119,249,011 円 8,095,441,243 円 2,023,807,768 円

申請３年度前の決算 9,932,512,627 円 7,611,738,645 円 2,320,773,982 円

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 19,182,027,202 円 4,412,708,853 円 14,769,318,349 円

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 300 人 294 人 98％

前年度 300 人 262 人 87％

前々年度 300 人 260 人 86％

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

資産の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

 円

 円

 円

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の

名称 

負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

 円

 円

 円

 

 

 

 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 
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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 安田女子短期大学

設置者名 学校法人 安田学園

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

 

 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難
基礎

教育

科目

専門

教育

科目

合

計 

- 保育科 
夜 ・

通信
0 7 7 7  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・実務経験のある教員等による授業科目の一覧表【PDF】 

 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 

（困難である理由） 
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 安田女子短期大学 
設置者名 学校法人 安田学園

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 

 

＜安田学園 情報の公開＞ 

・安田学園 役員等名簿【PDF】 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容

や期待する役割 

非常勤 同窓会役員 
2020.5.25～ 
2022.5.24 

卒業生との連携 

非常勤 株式会社役員 
2020.5.25～ 
2022.5.24 

外部情報の提供 

（備考） 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 安田女子短期大学

設置者名 学校法人 安田学園

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

■授業計画書（シラバス）の作成過程、作成・公表時期 

①シラバス作成（1月下旬～2月中旬） 

シラバス作成要領に基づき、各教員がシラバスを作成する。 

②シラバス確認・修正（2月下旬～3月下旬） 

各教員により作成されたシラバスは、役職者（学科長、教務センター次長）が確認

を行い、必要であれば記載内容の改善等を担当教員に要望している。 

③シラバス公表（3月下旬頃） 

上記作成と確認を経て、WEB でシラバスを公表している。 

 

■授業計画書（シラバス）の公表方法 

・シラバスでは、授業科目の「概要」、「目標」、「授業内容」、「授業外学習へのアドバイ

ス」、「評価の方法」、「教員の実務経験と授業との関連性」、「学位授与方針との関連性」

等を示して授業の体系や構成を明らかにし、学修の支援をするものとして WEB で公表

している。 

・WEB シラバスは講義コードや講義名称のほか、開講学科や授業担当者、キーワードで

の検索が可能であり、利用者視点での閲覧環境が整備されている。 

・『履修の手引』（刊行物）を入学時に学生に配付し、公式ホームページでも公表してい

る。 

・『履修の手引』にはシラバスの目的や活用方法を掲載し、学生の主体的な学びを支援

している。 
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授業計画書の公表方法 

公式ホームページでの公表 

 

■「授業計画書（シラバス）」 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育

情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・授業科目、授業の方法及び内容（シラバス） 

http://rss.yasuda-

u.ac.jp/public/WEB/Syllabus/WEBSyllabusKensaku/UI/

WSL_SyllabusKensaku.aspx 

 

■『履修の手引』 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育

情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・『履修の手引』【PDF】 

 

刊行物として配付 

 

■『履修の手引』（入学時に配付） 
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２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
■短期大学及び保育科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育課程編

成・実施の方針（カリキュラムポリシー）に基づき、卒業時に身に付けておくべき知

識・技術・態度の達成度を評価している。 

また、各授業科目の担当教員は、あらかじめシラバスに明示された成績評価 

方法によって学修成果の評価及び単位認定を厳格・適正に実施している。 

 

「ディプロマポリシー」「カリキュラムポリシー」URL 

大学概要 ＞ 3 つのポリシー・アセスメントポリシー 
https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/policies/ 

 

「授業計画書（シラバス）」URL 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・授業科目、授業の方法及び内容（シラバス） 

http://rss.yasuda-

u.ac.jp/public/WEB/Syllabus/WEBSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.asp

x 

 

■『履修の手引』に「単位修得の要件」や「試験実施要綱」を記載し、単位認定の 

基準を明示している。 

 

  『履修の手引』URL 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 
＜修学上の情報等＞ 

・『履修の手引』【PDF】 
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

■GPA の対象科目、計算期間及び計算方法については『履修の手引』に記載しており 

WEB でも公表している。 

＜GPA 計算方法＞ 

  ①対象学期の受講科目の単位合計数を成績評価ごとに数え、計算対象科目の単位数合

計を算出する 

②成績評価の単位数にグレードポイント（秀 4点、優 3点、良 2点、可 1点、 

不可・欠席・抹消 0点）をかけて合計点を算出する 

③合計点②を単位数合計①で割り、小数点第 3位を切り上げる 

 ＜GPA 計算期間・対象外科目＞ 

  ・GPA は学期ごとに算出するほか、累計 GPA も算出している 

  ・特別科目や他大学における単位互換科目等一部の科目は、計算対象外としている 

 

■学生は、GPA の記載された成績通知書や学内システム（WEB）を通して、自らの学業成

績の状況を明確で客観的な総合的成績評価として確認し、自分自身の学修成果を把握

することができる。 

また、GPA 値は、各種実習参加要件や履修上限単位数の基準にも用いる。 

 

■成績の分布状況は、各学期終了後、学年別のグラフ・一覧表（全学共通様式、 

添付資料参照）を学科長に提供する。学科長は学科内で情報を共有し、成績不良者 

に対し個別指導・注意喚起を行う。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

公式ホームページでの公表 

 

■『履修の手引』 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育

情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・『履修の手引』【PDF】 

 

刊行物として配付 

 

■『履修の手引』（入学時に配付） 
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４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

■「ディプロマポリシー」の「養成する人材像」「教育目標」に示した能力・態度を 

身に付けて、保育科の教育課程に定められた所定の単位を修得した学生に対し 

卒業を認定し、短期大学士（保育）の学位を授与する。 

 

■卒業要件は、短期大学設置基準をもとに免許等の取得に係る必要単位を加味し 

定めている。本学で人格育成のための科目と位置づける特別科目の「まほろば 

教養ゼミ」2単位、基礎教育科目 12 単位、専門教育科目 50 単位の合計 64 単位を 

卒業要件としている。 

『履修の手引』に、卒業要件と教育課程表（必要科目及び単位数の詳細） 

を記載しており、入学時に学生に刊行物を配付し、公式ホームページでも公表してい

る。 

 

■卒業判定は、在学期間を充足する学期末に卒業要件充足単位数を確認し、短期大学教

授会の意見を聴いて学長が認定する手順となっている。 

 

 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

公式ホームページでの公表 

 

■「ディプロマポリシー」 

大学概要 ＞ 3 つのポリシー・アセスメントポリシー

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/policies/ 

 

■『履修の手引』 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育

情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・『履修の手引』【PDF】 

 

刊行物として配付 

 

■『履修の手引』（入学時に配付） 
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 安田女子短期大学

設置者名 学校法人 安田学園

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法

貸借対照表 
大学概要 ＞ 情報公開 

安田学園財務状況及び事業報告書 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 

収支計算書又は損益計算書 
大学概要 ＞ 情報公開 

安田学園財務状況及び事業報告書 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 

財産目録 
大学概要 ＞ 情報公開 

安田学園財務状況及び事業報告書 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 

事業報告書 
大学概要 ＞ 情報公開 

安田学園財務状況及び事業報告書 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 

監事による監査報告（書） 
大学概要 ＞ 情報公開 

安田学園財務状況及び事業報告書 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学に対する短期大学機関別認証評価結果

（令和元(2019)年度） 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/page/26_2.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

  



  

9 
 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 

短期大学 保育科 

教育研究上の目的（公表方法：公式ホームページでの公表） 

 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜教育研究上の基礎的な情報＞ 

・安田女子短期大学の学科の目的(安田女子短期大学学則 第 2条第 2項)【PDF】 

（概要） 

安田女子短期大学学則第 1 条にて、短期大学の目的を「女子に広く知識を授け、人格の陶

冶を図るとともに、深く専門の学芸、技能を教授研究し、人類文化の向上に寄与する有為

な人材を養成すること」と定めている。また安田女子短期大学学則第 2 条第 2 項にて、保

育科の目的を「保育科は、時代の変化や社会の要請に応え得る、人間性豊かで高い資質の

保育者養成を主たる目的とする」と定めている。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：公式ホームページでの公表） 

 

大学概要 ＞ 3 つのポリシー・アセスメントポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/policies/ 

 

■安田女子短期大学の 3つのポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/course/nurse/basic/policies/ 

（概要） 

本学園の創設者安田リヨウの建学の精神「柔しく剛く」（やさしくつよく）を具現化する

ために、諸学の知識を広く深く教授研究し、自尊の人格､豊かな教養、思いやりの心を持つ

真に自立した女性を育成し、有為な人材として社会に送り出すことを目的として、学生の

知的、道徳的及び応用的能力の育成・展開を図ってきた。 

安田女子短期大学 保育科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育

課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）及び入学者の受入れの方針（アドミッシ

ョンポリシー）の 3 つのポリシーと、学修成果の評価に関する方針（アセスメントポリシ

ー)を定めて展開し、本学の教育の一層の充実を進めるものとする。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：公式ホームページでの公表） 

 

大学概要 ＞ 3 つのポリシー・アセスメントポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/policies/ 

 

■安田女子短期大学の 3つのポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/course/nurse/basic/policies/ 

（概要） 

本学園の創設者安田リヨウの建学の精神「柔しく剛く」（やさしくつよく）を具現化する

ために、諸学の知識を広く深く教授研究し、自尊の人格､豊かな教養、思いやりの心を持つ

真に自立した女性を育成し、有為な人材として社会に送り出すことを目的として、学生の

知的、道徳的及び応用的能力の育成・展開を図ってきた。 

安田女子短期大学 保育科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育

課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）及び入学者の受入れの方針（アドミッシ

ョンポリシー）の 3 つのポリシーと、学修成果の評価に関する方針（アセスメントポリシ
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ー)を定めて展開し、本学の教育の一層の充実を進めるものとする。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：公式ホームページでの公表） 

 

大学概要 ＞ 3 つのポリシー・アセスメントポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/policies/ 

 

■安田女子短期大学の 3つのポリシー 

https://www.yasuda-u.ac.jp/course/nurse/basic/policies/ 

（概要） 

本学園の創設者安田リヨウの建学の精神「柔しく剛く」（やさしくつよく）を具現化する

ために、諸学の知識を広く深く教授研究し、自尊の人格､豊かな教養、思いやりの心を持つ

真に自立した女性を育成し、有為な人材として社会に送り出すことを目的として、学生の

知的、道徳的及び応用的能力の育成・展開を図ってきた。 

安田女子短期大学 保育科では、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育

課程編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）及び入学者の受入れの方針（アドミッシ

ョンポリシー）の 3 つのポリシーと、学修成果の評価に関する方針（アセスメントポリシ

ー)を定めて展開し、本学の教育の一層の充実を進めるものとする。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜教育研究上の基礎的な情報＞ 

・組織図(https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/organization/) 

 

 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人

保育科 － 9 人 3人 1人 1人 0人 14 人

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

0 人 13 人 13 人

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報

の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜修学上の情報等＞ 

・教員業績(http://rss.yasuda-u.ac.jp/kgr/) 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員

（c） 

在学生数

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保育科 150 人 150 人 100％ 300 人 294 人 98％ －人 －人

合計 150 人 150 人 100％ 300 人 294 人 98％ －人 －人

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。）
その他 

保育科 
114 人

（100％）

1人

（  0.9％）

113 人

（  99.1％）

0人

（  0％）

合計 
114 人

（100％）

1人

（  0.9％）

113 人

（  99.1％）

0人

（  0％）

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 
入学者数 

修業年限期間内

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

合計 
人

（100％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

人

（  ％）

（備考） 
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⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】より再掲 

 

■授業計画書（シラバス）の作成過程、作成・公表時期 

  ①シラバス作成（1月下旬～2月中旬） 

シラバス作成要領に基づき、各教員がシラバスを作成する。 

②シラバス確認・修正（2月下旬～3月下旬） 

各教員により作成されたシラバスは、役職者（学科長、教務センター次長）が 

確認を行い、必要であれば記載内容の改善等を担当教員に要望している。 

③シラバス公表（3月下旬頃） 

上記作成と確認を経て、WEB でシラバスを公表している。 

 

■授業計画書（シラバス）の公表方法 

・シラバスでは、授業科目の「概要」、「目標」、「授業内容」、「授業外学習へのアドバ

イス」、「評価の方法」、「教員の実務経験と授業との関連性」、「学位授与方針との関

連性」等を示して授業の体系や構成を明らかにし、学修の支援をするものとして WEB で公

表している。 

・WEB シラバスは講義コードや講義名称のほか、開講学科や授業担当者、キーワードでの検

索が可能であり、利用者視点での閲覧環境が整備されている。 

・『履修の手引』（刊行物）を入学時に学生に配付し、公式ホームページでも公表している。

・『履修の手引』にはシラバスの目的や活用方法を掲載し、学生の主体的な学びを支援して

いる。 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】より再掲 

 

■保育科の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマポリシー）、教育課程編成・実施 

の方針（カリキュラムポリシー）に基づき、卒業時に身に付けておくべき知識・ 

技術・態度の達成度を評価している。 

また、各授業科目の担当教員は、あらかじめシラバスに明示された成績評価 

方法によって学修成果の評価及び単位認定を厳格・適正に実施している。 

■GPA の対象科目、計算期間及び計算方法については『履修の手引』に記載しており 

WEB でも公表している。 

＜GPA 計算方法＞ 

  ①対象学期の受講科目の単位合計数を成績評価ごとに数え、計算対象科目の単位数合計を

算出する 

②成績評価の単位数にグレードポイント（秀 4点、優 3点、良 2点、可 1点、 

不可・欠席・抹消 0点）をかけて合計点を算出する 

③合計点②を単位数合計①で割り、小数点第 3位を切り上げる 

 ＜GPA 計算期間・対象外科目＞ 

  ・GPA は学期ごとに算出するほか、累計 GPA も算出している 

  ・特別科目や他大学における単位互換科目等一部の科目は、計算対象外としている 

 

■学生は、GPA の記載された成績通知書や学内システム（WEB）を通して、自らの学業成績の

状況を明確で客観的な総合的成績評価として確認し、自分自身の学修成果を把握すること

ができる。 

また、GPA 値は、各種実習参加要件や履修上限単位数の基準にも用いる。 
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■成績の分布状況は、各学期終了後、学年別のグラフ・一覧表（全学共通様式、 

添付資料参照）を学科長に提供する。学科長は学科内で情報を共有し、成績不良者 

に対し個別指導・注意喚起を行う。 

■「ディプロマポリシー」の「養成する人材像」「教育目標」に示した能力・態度を 

身に付けて、保育科の教育課程に定められた所定の単位を修得した学生に対し 

卒業を認定し、短期大学士（保育）の学位を授与する。 

 

■卒業要件は、短期大学設置基準をもとに免許等の取得に係る必要単位を考慮し 

定めている。本学で人格育成のための科目と位置づける特別科目の「まほろば 

教養ゼミ」2単位、基礎教育科目 12 単位、専門教育科目 50 単位の合計 64 単位を 

卒業要件としている。 

『履修の手引』に、卒業要件と教育課程表（必要科目及び単位数の詳細） 

を記載しており、入学時に学生に刊行物を配付し、公式ホームページでも公表している。

 

■卒業判定は、在学期間を充足する学期末に卒業要件充足単位数を確認し、短期大学教授会

の意見を聴いて学長が認定する手順となっている。 

 

学部名 学科名 
卒業に必要となる

単位数 

ＧＰＡ制度の採用

（任意記載事項）

履修単位の登録上限

（任意記載事項）

－ 保育科 64 単位 有・無 単位

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項）
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 

 

＜教育研究上の基礎的な情報＞ 

・キャンパスマップ(校地・校舎等の概要)( https://www.yasuda-u.ac.jp/career/campus/)

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

－ 保育科 840,000 円 90,000 円 239,000 円 

※実験実習費、学内演習費は授業料に含まれます。 

※本学仕様のノートパソコンを入学時に全学生に配付します。 

※上記に定める授業料等諸納付金以外に、教育実習・学外実習・調理実習等では、それらに関す

る諸経費を別途徴収します。 
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⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜学習支援センター＞ 

学生の「学びたい」という気持ちに応える場所として設置された学習支援センターは、学修

全般にわたり組織的に学生を支援している。具体的には、「授業についていけない」「勉強

の方法が分からない」等、学修全般に関する相談を受け、個人指導やアドバイスを行う支援

体制を整えている。その他、ラーニングコモンズの運営、硬筆書写講座、各種課外講座、英

語カフェの運営、ボランティア活動の紹介等を行っている。 

 

学生生活・進路 ＞ 大学生活のサポート 

https://www.yasuda-u.ac.jp/career/support/ 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜チューター制度＞ 

本学ではクラス単位でチューターを配置している。原則入学から卒業まで同じ教員が担当し、

学生の履修指導からメンタルサポートまで幅広く相談に応じている。就職についても、各クラ

スのチューターは、キャリア支援課の専任スタッフと連携し、学生の希望を尊重した上で、個

人の適性を踏まえたアドバイスを行っている。さらにキャリアセンター長、各学科の教員、キ

ャリア支援課課長等で構成される就職指導委員会では、就職指導及び支援を行っている。 

 

＜キャリア支援課＞ 

キャリア支援課では専任スタッフを配置している。保育科の就職支援プログラムとして「幼

保就職ガイダンス」や「保育科 U ターンセミナー」「履歴書等の添削」、「先輩体験発表

会」で就職活動の進め方、面接、対策等についてアドバイスを受けられる機会を設け、スム

ーズに就職活動に取り組める環境を整えている。また、キャリア支援課は学科担当制を設

け、保育科の特性や職業支援の専門性の高い職員が継続的に支援を行っている。 

 

学生生活・進路 ＞ 大学生活のサポート 

https://www.yasuda-u.ac.jp/career/support/ 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

＜保健センター＞ 

学生の心身の健康管理を目的として保健センターを設置し、定期健康診断・応急処置・健康相

談・健康教育・生活相談を行っている。その施設は、保健室、休養室、学生休憩室が併設され

ている。保健室は、保健担当者（看護師）により適切な手当や応急処置を行う（投薬等の治療

は行わない）ほか、症状や傷害の状況に応じて最寄りの病院の紹介や受診の手配を行う。休養

室は体調不良時の休養場所として、学生休憩室は 1人でゆっくり休んだり、気持ちを落ち着け

たりする場所として機能している。また、学生相談室を置き、学業・就職・友人関係・家族関

係等の悩みに対して気軽に相談できる環境を整えている。希望により、臨床心理士資格を持つ

教員と専門のカウンセラーによるカウンセリングも受けることができる。 

 

学生生活・進路 ＞ 大学生活のサポート 

https://www.yasuda-u.ac.jp/career/support/ 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：公式ホームページでの公表 

大学概要 ＞ 情報公開 ＞ 安田女子短期大学 教育情報の公表 

https://www.yasuda-u.ac.jp/outline/report/tanki/ 
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